






















































































































TACGGATTTCACTCCT 687-702 1０ ７
6600､巴B■1ｹ６６"乃蝉spp． ｕＲＲＩＵＵＵＦｂＬβＩＯＩＵＵじじＩ⑨Ｉ 660-679 3０ ７
2２１１､幽迦’５６匹UUn辺m3pp． TGOGCGGACTcATCT1℃A」 221-240 1０ ７
1ｍＩへ－－－－■へ■＿＿＿▲-－－－－－ CAGGCTTGAAGGCACA1T 129-1鍋 2０ ７
DNMA657I、巴”"６１鰯mzUgUm． ＩＯＵＫＺｑ｡ＵＵＩｐＵｐ０ｃ０じじＵＡＩ 657-676 2０ ８
Ｇ１Ｂ T10ibUh7im向BCiybm8西 GTG1TCGATTCC 『GＣ 1029-1046 3０ 9.10
G2Ｍ Zｿ切り&l"frm随ｊｂＯｃ"戒 CAC ACCGACCCCT｢AＧ 842毛釣 3５ 9.10
G3Ｍ mIDlIbPなｿ'２ｴｵ､Zｒ TCAGGGATrCC GC AT 996-1013 3０ 9.10
G123T 織鶴 CC1TCCGATC1℃TATGCA 697-714 4０ 9,10
プローブ 標的微生物種 Ｓ SＬ
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Ａ Ｒ Ｔ ＴＹ
SRB385 SRB ＋＋０ ＋十 十字卜 ＋＋ ＋＋ ＋＋
660 ､BFD｡‘b6趾lmFspp． ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
687 DGs1O〃６１〃6"Ｄｓｐｐ ＋
221 Ｄ"18腕bqm巴面、8”p、 ＋ ￣
1２９ ｣､臼SUU〃b6qCUDP･spp．
DMNA657 DasW0i｡DDCmZJspp ＋＋ 勺■十 ＋ ＋
Ｇ１Ｂ ”io"bmF迩死iｿ６，２ｶs





































































SⅥ 7８ 4241 1２７ 144 258 100 180 116 201 150 210
運転粂件
硫酸塩漉度hgSO4/I） 3３ 鯛 3３ 3３ 3３ 3３ 3３ 33→6６ 6０ 6０ 6０
汚泥日令(日） 2０ 2０ 2０ 2０ 2０ 1２ 1２ 2０ 2０ 2０ 2０
曝気空気量(I/min） ￣ ￣ 1８ 4.5 ３ 1８－３ ３－２ ４ ４－３ ４ ４
鐸気ス -レス 無 無 無 無 無 無 1回 無 1厘 無 無
































































Rｕｎｌ Rｕｎ２ Rｕｎ３ Rｕｎ４ Ｒｕｎ５ Rｕｎ６ Ｒｕｎ７ Ｒｕｎ８ Ｒｕｎ９ RｕｎｌＯ Ｒｕｎｌｌ
醜l西電ご可ＬＪ二F百1エァワnlE
SⅥＣ(mI/g） 357 2200 268 ４８００ 941 100 220 480 10M1３ 4200 780糸状体長(m/gMLSS） 11500 86950 8580 138710 22670 3200 36000 72900 57520 109120 60580
バルキンゲ発生時期 ３０日 １５日 Ｘ １３日 ３０日 Ｘ ３０日 ６６日 ３２日 15日 30日
元細菌数
LSS） 2.OxlO7 9.3xlO７ 2.8xlO6 4.3xlO７ 5.9xlO７ ￣ ■■■ ２１xlO７ 10.9xlO７ 4.OxlO7 3.OxlO７
硫酸塩
(mgso ．hr） 0.21 0４１ 0.15 0.70 0.42 ｑｌ８ 0３５ 0.51 0.49 ￣ 0４７
硫黄酸化活性
O1mgSO4/gMLSS･hr） 2.3 ￣ 2.4 9.5 4３ ２２ 6４ 5.0 ￣ 4.9
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５，おわりに
２～３で得られたの結果から、実下水処理場および室内実験装置の両者において、硫酸塩還元細菌
DCS"脆耀"，asppの増殖と糸状性硫黄酸化細菌励如肋伽ejlMboo剛の増加が確認された｡Dg3"胸""Zaspp
のモニタリングと増殖抑制が重要であると考えられる。
しかし'第１章で示したように，硫酸塩還元細菌は系統学的には様々な位置に存在していることから，
今回用いたプローブですべての硫酸塩還元細菌を検出できるわけではないので,今後,ＰＣＲを用いたク
ローン解析や，MermSH法，硫酸塩還元機能遺伝子を用いた定量などを行い，活性汚泥内での硫酸塩
還元細菌の役割と挙動を明らかにしていく必要があろう。
学位論文審査結果の要旨
提出された学位論文に関し、平成１７年８月１曰に第１回審査会を、８月２曰の口頭発表後に第２回審査
会を開催し、協議の結果、以下のように判断した。
本論文は、都市下水及び産業排水処理で最も一般的に用いられている活`性汚泥法の最大の問題点である
沈降性悪化の原因となる糸状性硫黄酸化細菌と、共存する硫酸塩還元細菌について、微生物群集の変動を調
査するとともに、室内実験によって、それらの増殖の要因について検討したものである。その結果、実下水
処理場、室内実験ともに、硫黄酸化細菌と硫酸塩還元細菌が共存すること、糸状性硫黄酸化細菌ZhmbhIZY
ejiRB/boomZ/と硫酸塩還元細菌DaSzzﾉl/b"emaspp､の増殖が連動する事を明らかにし、これらの増殖抑制がバ
ルキングの制御に重要であることを指摘した。さらに,バルキングの発生はこれらの細菌の連続的な流入に
よるものではなく、処理槽内の環境条件により増殖するためであること、その増殖には酢酸の流入が大きな
影響を及ぼしていることを示した。
以上のように、本論文は、生物学的排水処理法を制御するために、問題となる微生物の群集を分子生物学
的手法を用いて解析することにより、その解決方法を探ったものであり今後の活性汚泥処理の制御に重要な
知見を与えており、高く評価できるものであることから博士（工学）の学位に値すると判断した。
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